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新しく市議会議員24名が当選しました。深谷市議会 紹介新議員

23

石
い し か わ

川　克
か つ ま さ

正 (51)
無所属　 当選4回
本住町7番54号
電話　571-1341

今
い ま い

井慶
け い い ち ろ う

一郎 (46)
無所属　 当選1回
寿町52番地
電話　080-7308-0104

加
か と う

藤　利
と し え

江 (70)
無所属　 当選5回
上柴町東3丁目5番地20
電話　574-1717

小
こ じ ま

嶋　　隆
たかし

 (69)
無所属　 当選4回
本田1009番地1
電話　578-2277

五
ご ま

間くみ子
こ

 (49)
公明党　 当選4回
上野台2352番地
ダイアパレスBW深谷812号
電話　574-7027

佐
さ  く  ま

久間奈
な な

々 (45)
日本共産党　 当選2回
武蔵野3995番地7
電話　050-3426-9206

柴
し ば さ き

崎　重
し げ お

雄 (68)
無所属　 当選5回
上柴町西3丁目21番地3
電話　571-2843

清
し み ず

水　健
け ん い ち

一 (58)
無所属　 当選4回
小前田2406番地8
電話　584-0395

鈴
す ず き

木　三
み つ お

男 (69)
日本共産党　当選3回
上野台50番地13
電話　573-7552

中
な か や

矢　寿
ひ さ こ

子 (62)
公明党　 当選4回
上野台410番地2
電話　574-1146

⻆
つ の だ

田　義
よ し の り

徳 (41)
無所属　 当選2回
後榛沢436番地2
電話　585-0722

三
み  た  べ

田部恒
つ ね あ き

明 (63)
公明党　 当選5回
西大沼351番地11
電話　574-6273

髙
た か だ

田　博
ひ ろ ゆ き

之 (74)
無所属　 当選6回
上敷免322番地
電話　571-0039

馬
ば ば

場　　茂
しげる

 (68)
無所属　 当選4回
人見841番地2
電話　572-7321

富
と み た

田　　勝
まさる

 (67)
無所属　 当選5回
武蔵野3400番地
電話　584-1620

村
ミ ル ク

川　徳
お や じ

浩 (59)
無所属　 当選3回
東方2603番地
電話　572-4228

田
た ぐ ち

口　英
ひ で お

夫 (63)
無所属　 当選2回
東方町1丁目5番地1
電話　573-4997

福
ふ く し ま

島　秀
ひ で き

樹 (52)
無所属　 当選1回
岡2655番地6
電話　585-4594

仲
な か だ

田　　稔
みのる

 (71)
無所属　 当選6回
折之口116番地2
電話　572-7237

茂
も て ぎ

木　一
い ち ろ う

郎 (68)
無所属　 当選2回
岡2635番地1
電話　585-2356

武
た け い

井　伸
し ん い ち

一 (73)
無所属　 当選3回
横瀬1322番地10
電話　587-2770

松
ま つ も と

本　政
ま さ よ し

義 (70)
無所属　 当選7回
武蔵野2437番地1
電話　584-1727

永
な が た

田　勝
か つ ひ こ

彦 (75)
無所属　 当選4回
長在家198番地
電話　583-2095

湯
ゆ も と

本　哲
て つ あ き

昭 (69)
無所属　 当選1回
蓮沼856番地1
電話　572-6462

氏
名  

（
50
音
順
・
敬
称
略
）、年
齢（
6
月
1
日
現
在
）、党
派
、当
選
回
数（
旧
市
町
で
の
当
選
回
数
を
含
む
）の
順
に
掲
載
し
ま
し
た
。

電
話
番
号（
七
桁
表
記
）の
市
外
局
番
は
す
べ
て
0
4
8
で
す
。

4月21日執行　深谷市議会議員一般選挙
当日有権者数117,801人　投票者数55,057人　投票率46.74%（前回51.00%・前々回53.72%）
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総合計画から見た主な新年度予算
平成31年深谷市議会第1回定例会
2月22日から3月18日まで
　当初予算は、５３９億５７０万４千円で、前年度に比べ
２２億９，４８５万円（4.4％）の増額となりました。新庁
舎整備事業、消防分署耐震化事業、原郷上野台線整備事業
などを集中的に実施することが主な理由です。

産後ケア事業（アウトリーチ型）

市民活動の投稿サイト「深
ふっ

活
かつ

」の構築

アグリテック集積の推進
新たな企業を誘致するための取り組み
野菜を楽しめるまちづくりの推進
人を呼び込むための取り組み

自主防災組織連絡協議会の設置 子ども 110番の車の登録

「健康づくり応援店」の認定

第３子以降の保育料無償化を拡充

メディアプロモーション、移住定住
プロモーションの展開

「住民主体の通いの場」立ち上げ・継続支援
「介護予防サポーター（ふっかファイン）」の養成

　今年度は、第２次深谷市総合計画の２年度目にあたり、
総合計画に掲げる将来都市像「元気と笑顔の生産地ふか
や」の実現を一層確かなものとするため、以下の５つのプ
ロジェクトによる各種施策の展開を図ります。

5つの主要プロジェクトを展開

1
出産・子育て
安心ふかや
プロジェクト2

4

5

3

シニアが輝くふかや
プロジェクト

暮らし安心ふかや
プロジェクト

魅力発信！知って見て
好きになるふかや
プロジェクト

花園 IC拠点発！
元気な産業ふかや
プロジェクト母子健康包括支援事業……1億580万7千円

私立保育施設運営事業…46億8,012万3千円

産業価値向上事業…………2億2,972万円

シティセールス推進事業
　　　　……………………2,017万3千円

協働のまちづくり推進事業
　　　　　………………………404万2千円

健康づくり推進事業…………503万5千円

高齢者自立支援事業…………1,780万円

防災機能強化事業……………540万6千円 小学校健康・安全教育推進事業…3,052万5千円

新規

新規

新規

新規

新規

新規 新規

拡充

拡充

拡充

大きな事業が同時進行（平成 31 年度分）

消防分署耐震化事業新庁舎整備事業 44億1,659万5千円 論語の里施設管理活用事業 8,482 万 3 千円11億1,253万1千円原郷上野台線整備事業 4億6,243万4千円

新庁舎イメージ図 川本分署完成予想図 旧渋沢邸「中の家」原郷上野台線位置

新年度予算特集 新年度予算特集

深
ふっ

活
かつ

とは？
誰でも自分の活動や地域の話題を投稿できる
ホームページ
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新年度予算特集 新年度予算特集

新年度予算については、施政方針に基づいた事業の組
み立てになっているかの審査、並びに新規事業の概要
説明や、議員間の情報共有が必要なため、予算特別委
員会を設置し集中審議を行いました。

議長を除く議員 23名で審議しました。2日間の予算
審査で審議項目は 72項目でした。

議長
新井　清

予算特別委員会
委員長　松本政義

予 算 審 議
（特別委員会で集中審議）

総括

福祉教育都市整備

平成 31、32年度と市債の割合が高くなってい

る。大部分を合併特例債が占めているが７割は地

方交付税として返ってくるのか。

予算増の主な要因は。学校栄養士の配置状況は。

幼稚園の給食を提供するための費用と聞いている

が詳細について聞きたい。

19カ所、1万 760メートルの工事延長の中で、

昨年、実証実験を行ったポリエチレン管の実証カ

所は。

小山川はつらつプロジェクト関連工事とは。

残りが１万１千メートルだが、平成 32年度、終

了予定か。

人材育成はどのようなことをしていくのか。

給食費はいくらを設定するのか。

業務委託の内容は。

業務委託先はどこを考えているのか。

通いの場の目標値は。

ふっかファインの養成計画は。

産後ケア事業の拡充部分の詳細を。

合併特例債の残額は、あとどれくらいなのか。

合併特例債が使えなくなった後の財政運営の見通

しはどうか。

教育費の歳出が、昨年比で約 10億円の減額に

なっているがその理由は。

市債は、公共施設等の整備に必要な資金を借り入

れで調達し、財政負担を後年度に平準化するとと

もに、世代間での負担の公平性を図るものであ

る。合併特例債は、後年度に発生する元利償還金

の 70％が基準財政需要額に算入され、充当率、

交付税算入率とも他の地方債に比べ高めに設定さ

れている。財政運営上有利な地方債である。

住民主体の通いの場のカ所数を増やすため、委託

料が増額となった。

学校給食の充実を目的に県費栄養士 12名と市単

独臨時栄養士を１校に１名配置している。

平成 32年度から深谷・深谷西・桜ケ丘・藤沢・

上柴西幼稚園において給食を提供できるよう、備

品や消耗品、車両を購入するための費用と園舎と

小学校の給食場の搬入搬出部分の整備工事と併せ

て約 6,300万円である。

平成 31年度は 19カ所の老朽管更新事業を予定

している。その中、配水ポリエチレン管は８カ所

で、5,290メートルを予定している。

小山川の周辺のにぎわい創出を目的としたプロ

ジェクトであり、岡地内の市道に安全看板を兼ね

たルート看板 5基と路面シール 1カ所の設置を

計画している。また、高島地区の新上武大橋の下

の市道に、車道とウォーク＆サイクルロードの区

分線 411メートルと石塚地区の小山川堤防に車

どめを1基、安全標識一式の設置を計画している。

毎年年間約６億円の事業費を投資して工事してい

る。平成 31年度は 10.7キロメートル予定して

いる。今年度と同様に約 12キロメートルほど工

事を行った場合、このまま同じ事業費であれば平

成 32年度の残り約 11キロメートルで終了予定

である。

衛生管理講習会などの研修会等に参加しており、

引き続き参加できる環境を整えていく。

通いの場を立ち上げる際の、地域の方への周知や

３カ月間の試験導入業務やその後半年ごとのフォ

ロー業務と、通いの場を支援いただく介護予防サ

ポーター、通称ふっかファインの養成である。

地域との関係性を考慮し、地域包括支援センター

受託法人への委託を考えている。

現在の 15カ所から、平成 32年度末には35カ

所に増やしていきたい。

現在 117名おり、2カ年で 50名ずつの増、平

成 32年度末で 200名としていきたい。

医療機関などの空きベットを活用した宿泊型や日

帰り型に加え、新たに助産師などが利用者宅を訪

問し、個別に心身のケアや育児サポートなどの支

援を行うアウトリーチ型を実施する。

平成 31年度末で残額は 30億 9,150万円とな

る見込みである。

今後についても、市債の活用にあたっては、後年

度への影響や財政状況を踏まえ、交付税参入率の

高い地方債を選択するなど、効果的な財源対策に

努めていく。

岡部公民館建設工事や旧レンガ製造施設に係る保

存修繕工事の進捗、岡部学校給食センターの解体

工事の完了等、主に建設工事に起因するもので減

額となっている。これらの臨時的な財政需要によ

る影響を除いた児童生徒の教育に要する経費につ

いては、必要額を計上している。

Q

QQ

Q

Q

Q

Q

Q

Q

Q

Q

Q

Q

Q

Q

Q

Q

A

AA

A

A

A

A

A

現在提供している花園・幡羅幼稚園の 2園では

4,100円であるが、幼児教育の無償化等を踏ま

え検討中である。

A

A

A

A

A

A

A

A

A

高齢者自立支援事業小・中学校給食事業

幼稚園給食事業

水道老朽管更新事業

河川整備管理事業

母子健康包括支援事業

高
齢
者
自
立

支
援
事
業
と
は

民
生
費
と
は

小
山
川
は
つ
ら
つ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は

□
通
い
の
場
支
援

　

地
域
住
民
が
主
体
と

な
っ
て
、
地
域
の
中
で
歩

い
て
通
え
る
よ
う
な
場
所

（
自
治
会
館
等
）
で
、
重

り
を
使
っ
た
体
操
（
深
谷

ふ
っ
か
つ
体
操
）
を
週
１

回
継
続
し
て
行
う
こ
と
で
、

介
護
予
防
と
地
域
に
お
け

る
見
守
り
や
支
え
合
い
を

図
る
取
組
み
。

□
ふ
っ
か
フ
ァ
イ
ン
と
は

　

『
深
谷
ふ
っ
か
つ
体

操
』
の
指
導
等
、
住
民
主

体
の
通
い
の
場
を
支
援
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
介

護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
を
担

う
。

　

障
害
者
福
祉
、
高
齢
者

福
祉
、
児
童
福
祉
、
母
子

福
祉
、
生
活
保
護
な
ど
の

事
業
に
要
す
る
経
費
で
す
。

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高

齢
者
医
療
の
特
別
会
計
、

介
護
保
険
の
事
務
を
運
営

し
て
い
る
大
里
広
域
市
町

村
圏
組
合
へ
の
負
担
金
支

出
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

社
会
保
障
費
の
伸
び
を

表
し
、
年
々
増
額
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

　

史
跡
め
ぐ
り
や
小
山
川

周
辺
の
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
と

し
て
、
小
山
川
堤
防
天
端

に
歩
行
者
自
転
車
道
の
小

山
川
ウ
ォ
ー
ク
＆
サ
イ
ク

ル
ロ
ー
ド
を
整
備
す
る
事

業
。 民生費10年間の伸び

平成21年度

約 円

約 円143億

223億
平成31年度
（当初予算）

（当初予算）
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産業防災

秩父鉄道本線の踏切拡幅に伴う負担金の額とその

内容は。

三者間多言語通訳システムを導入するとあるが、

どのようなシステムなのか。

救命講習会などで使用する備品や消耗品の購入予

算が昨年より減少しているが。

農振除外に関する異議の申し出が決着して平成

31年度は工事が始まると考えていいのか。

負担金の額は 8，000万円で、遮断機の位置の

変更、軌道の調整、線路内の電気設備等の移設費

用である。

外国人が言語に支障なく、消防、救急のサービス

を受けられるシステムである。119番通報の対

応など、電話通訳センター、通報者、指令課の三

者間の同時通訳により、24時間体制で迅速な対

応ができる。

　市議会議員一般選挙後初めての臨時会が5月20日に開催されました。
　臨時会では、正副議長の選挙が行われ、議長に清水健一 議員が、副議長に⻆田義徳 議員が選出されまし
た。その後、各常任委員会委員や一部事務組合議会議員等を選出し、市民の負託を受けた4年間の議会活動
がスタートしました。
　また、市長から提出された専決処分2件が審議されました。

平成 30年度予算は、ＡＥＤ協力事業所制度創設

の関係で、平成 31年度に比べ 50万円ほど高く

なっているが、過去から 110万円前後の予算で

推移している。

県知事あてに審査請求されていたものは棄却とな

り、１月末現在で農振除外の手続きは終了してい

る。平成 31年度は、踏切の拡幅工事や生活道路

の改良、深谷テラス内の公園の詳細設計等に入

る。着実に前進させていきたい。

QQ

Q

Q

AA

A

A

産業拠点推進事業消防通信指令事業

応急手当普及啓発事業

会　派　名（※） 深谷同志会 深政クラブ 深和会 公明党 共産党 彩新
審
議
結
果

議  員  名

議  案  

⻆
田
　
義
徳

茂
木
　
一
郎

富
田
　
　
勝

武
井
　
伸
一

田
口
　
英
夫

清
水
　
健
一

柴
崎
　
重
雄

馬
場
　
　
茂

為
谷
　
　
剛

石
川
　
克
正

吉
田
幸
太
郎

倉
上
　
由
朗

松
本
　
政
義

髙
田
　
博
之

新
井
　
　
清

仲
田
　
　
稔

五
間
く
み
子

三
田
部
恒
明

中
矢
　
寿
子

清
水
　
　
修

佐
久
間
奈
々

鈴
木
　
三
男

村
川
　
徳
浩

田
島
　
信
吉

財産の交換、譲与、無償貸付等に関する条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基
準を定める条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに水道
技術管理者の資格基準に関する条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

火災予防条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
小・中学校、幼稚園の学校医、学校歯科医及び学校
薬剤師の報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

財産の無償譲渡（旧中瀬小学校体育館敷地） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 可決

平
成
30
年
度

一般会計補正予算（第5号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
国民健康保険特別会計補正予算（第4号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
後期高齢者医療特別会計補正予算（第3号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
国済寺土地区画整理事業特別会計補正予算（第2号）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
岡中央土地区画整理事業特別会計補正予算（第2号）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

平
成
31
年
度

一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ 可決
国民健康保険特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
後期高齢者医療特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
国済寺土地区画整理事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
岡中央土地区画整理事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
水道事業会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
下水道事業会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
一般会計補正予算（第1号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ 可決

放課後児童クラブの職員配置基準等の堅持及び放課後
児童支援員等の処遇改善を求める意見書を国に提出す
ることを求める請願

× × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ × 不採択

※会派名は、共産党は日本共産党、彩新は彩新クラブです。 ※議長は可否同数のみ採決に参加します。 ※○は賛成、×は反対です。

3月定例会　議案に対する各議員の賛否（一部掲載）

臨時会で新
たな体制整う

5月臨時会

議
長
・
副
議
長
　
就
任
あ
い
さ
つ

議　長

清水　健一
副議長

⻆田　義徳

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
深
谷
市
議

会
に
対
し
ま
し
て
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜

り
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
令
和
元
年
深
谷
市
議
会
第
１

回
臨
時
会
に
お
き
ま
し
て
、
議
員
各
位
の
ご

推
挙
に
よ
り
、
議
長
・
副
議
長
の
要
職
に
就

任
い
た
し
ま
し
た
。
大
変
光
栄
に
存
じ
ま
す

と
と
も
に
、
そ
の
責
任
の
重
大
さ
に
身
の
引

き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
新
た
な
元
号
の
発
表
に
続
き
、

間
を
置
か
ず
、
新
一
万
円
札
の
肖
像
に
郷

土
の
偉
人
で
あ
る
渋
沢
栄
一
翁
が
採
用
さ

れ
た
こ
と
は
、
幸
甚
の
至
り
で
ご
ざ
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
深
谷
市

が
、
輝
か
し
い
未
来
へ
と
発
展
す
る
と
い

う
高
揚
感
に
満
ち
て
お
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
地
方
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
人
口
減
少
や
高
齢
化
の
進
展
、
自
然

災
害
の
発
生
な
ど
、
課
題
が
山
積
し
て
お

り
ま
す
。
深
谷
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て

は
、
市
民
の
代
表
と
し
て
議
会
の
果
た
す

べ
き
役
割
を
十
分
認
識
し
、
深
谷
市
の
将

来
都
市
像
で
あ
る
「
元
気
と
笑
顔
の
生
産

地　

ふ
か
や
」
の
実
現
に
向
け
、
誠
心
誠

意
取
り
組
む
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
引

き
続
き
市
議
会
に
対
す
る
格
別
の
ご
理

解
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
、
就
任
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す
。

●
５
月
臨
時
会　

議
案
等
の
審
査
結
果
一
覧
表
●

◆
専
決
処
分
の
承
認
◆
・
・
・
報
告
承
認

報
告
１　

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
　
　 

（
深
谷
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
一
部

　
　
　
　

を
改
正
す
る
条
例
）

報
告
２　

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
　
　

 

（
深
谷
市
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

議
会
運
営
委
員
会

常

任

委

員

会

総
務
委
員
会

福
祉
文
教
委
員
会

馬　

場　
　
　
　

茂　
　
　

茂　

木　
　

一　

郎

鈴　

木　
　

三　

男　
　
　

湯　

本　
　

哲　

昭

小　

嶋　
　
　
　

隆　
　
　

三
田
部　
　

恒　

明

今　

井　
　

慶
一
郎　
　
　

永　

田　
　

勝　

彦

柴　

崎　
　

重　

雄

福　

島　
　

秀　

樹

村　

川　
　

徳　

浩

三
田
部　
　

恒　

明

清　

水　
　

健　

一

馬　

場　
　
　
　

茂

石　

川　
　

克　

正

髙　

田　
　

博　

之

茂　

木　
　

一　

郎

湯　

本　
　

哲　

昭

今　

井　
　

慶
一
郎

◎
委
員
長　

〇
副
委
員
長

◎◯◎◯

佐
久
間　
　

奈　

々

田　

口　
　

英　

夫

中　

矢　
　

寿　

子

加　

藤　
　

利　

江

永　

田　
　

勝　

彦

産
業
建
設
委
員
会

武　

井　
　

伸　

一

小　

嶋　
　
　
　

隆

鈴　

木　
　

三　

男

富　

田　
　
　
　

勝

⻆　

田　
　

義　

徳

五　

間　
　

く
み
子

松　

本　
　

政　

義

仲　

田　
　
　
　

稔

◎◯

◎◯
埼
玉
県
都
市
競
艇
組
合
議
会
議
員

一
部
事
務
組
合
議
会
議
員

清
　
水
　
　
健
　
一

大
里
広
域
市
町
村
圏
組
合
議
会
議
員

田
　
口
　
　
英
　
夫
　
　
　
中
　
矢
　
　
寿
　
子

柴
　
崎
　
　
重
　
雄
　
　
　
武
　
井
　
　
伸
　
一

松
　
本
　
　
政
　
義
　
　
　
髙
　
田
　
　
博
　
之



市政のここが聞きたい
議会のホームページから、議会の映像がご覧いただけます。

Q

Q Q

　
A

A A
ふ
か
や
市
議
会
だ
よ
り（
第
　
号　

平
成
28
年　

月　

日
発
行
）

1011

市政への一般質問市政への一般質問

ふ
か
や
市
議
会
だ
よ
り（
第
　
号　

平
成
28
年　

月　

日
発
行
）

人
工
芝
の
サ
ッ
カ
ー
場
の
要
望
が
あ
る
が

陸
上
競
技
場
の
大
規
模
改
修
の
際
、
検
討
す
る

富と
み
た田

　
勝

ま
さ
る

Q　

県
道
に
つ
い
て
、
花
園
本
庄
線
の
秩

父
線
の
南
、
荒
川
工
区
と
深
谷
寄
居
県
道

か
ら
北
の
武
蔵
野
工
区
の
工
事
予
定
は
。

A　

荒
川
工
区
に
つ
い
て
は
、
用
地
買
収

が
完
了
し
今
後
、
工
事
に
着
手
し
て
い
く
。

武
蔵
野
工
区
は
他
工
区
の
進
捗
状
況
を
踏

ま
え
着
手
時
期
を
検
討
す
る
。

Q　

深
谷
嵐
山
線
バ
イ
パ
ス
の
進
捗
状
況

と
今
後
は
。

A　

武
川
交
差
点
か
ら
１
４
０
号
バ
イ
パ

ス
ま
で
は
用
地
買
収
が
完
了
し
て
お
り
、

工
事
を
進
め
て
い
る
。
秩
父
鉄
道
の
ア
ン

ダ
ー
パ
ス
区
間
に
つ
い
て
は
早
期
着
工
を

目
指
し
て
い
く
。

Q　

バ
イ
パ
ス
か
ら
北
の
市
道
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

A　

藤
沢
中
学
校
ま
で
の
歩
道
未
整
備
区

間
に
つ
い
て
工
事
を
進
め
て
い
く
。

Q　

深
谷
寄
居
線
の
歩
道
整
備
、
水
路
の

蓋
架
け
工
事
の
今
後
に
つ
い
て
。

A　

蓋
架
け
工
事
、
残
り
２
０
０
メ
ー
ト

ル
区
間
は
早
期
完
成
を
目
指
し
て
い
る
。

３
路
線
と
も
県
事
業
な
の
で
県
土
整
備
事

務
所
か
ら
の
報
告
で
あ
る
。
市
と
し
て
も

重
要
な
路
線
と
考
え
早
期
完
成
に
向
け
要

望
し
て
い
く
。

—

深
谷
市
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
につい

て—

Q　

深
谷
市
民
体
育
館
の
今
後
は
ど
う
な

る
の
か
。

A　

２
０
２
０
年
度
を
め
ど
に
す
べ
て
の

貸
出
し
利
用
を
停
止
す
る
予
定
で
あ
る
。

Q　

人
工
芝
の
サ
ッ
カ
ー
場
の
要
望
が
あ

る
が
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

A　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
等
、
幾
つ
か
の
団

体
か
ら
要
望
が
あ
る
た
め
、
大
規
模
改
修

の
際
は
検
討
材
料
と
し
て
考
え
て
い
る
。

　
成
年
後
見
制
度
の
利
用
促
進
に
向
け
、
体
制
づ
く
り
は

基
本
計
画
を
策
定
す
る
な
ど
、
段
階
的
に
準
備
を
行
っ
て
い
る

五ご

ま間
　
く
み
子こ

Q　

成
年
後
見
制
度
と
は
、
精
神
上
の
障

害
に
よ
り
判
断
能
力
が
困
難
な
方
に
つ
い

て
、
そ
の
方
々
の
財
産
等
の
権
利
を
擁
護

す
る
制
度
で
あ
り
、
そ
の
利
用
者
は
年
々

増
加
し
て
い
る
。
現
在
は
、
専
門
職
に
成

年
後
見
人
と
な
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
多

い
が
、
今
後
制
度
の
促
進
と
共
に
、
担
い

手
の
不
足
が
予
想
さ
れ
る
。
担
い
手
の
育

成
を
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
。

A　

平
成
27
年
度
か
ら
、
地
域
に
お
い
て

後
見
人
と
し
て
活
躍
で
き
る
市
民
、
人
材

を
養
成
す
る
た
め
、
市
民
を
対
象
に
「
市

民
後
見
人
養
成
講
座
」
を
開
催
し
て
い
る
。

Q　

講
座
の
修
了
者
は
何
人
で
、
活
動
実

績
は
あ
る
の
か
。

A　

34
人
で
あ
る
が
、
後
見
人
に
選
ば
れ

た
実
績
は
な
い
。
育
成
し
た
人
材
が
有
効

に
活
用
で
き
る
よ
う
、
深
谷
市
社
会
福
祉

協
議
会
に
お
い
て
「
権
利
擁
護
支
援
員
」

に
登
録
し
、
社
協
が
受
任
す
る
法
人
後
見

の
支
援
員
等
と
し
て
活
用
し
て
い
る
。

—

地
域
新
電
力
会
社
の
事
業
実
績
は—

Q　

通
称
「
ふ
っ
か
ち
ゃ
ん
で
ん
き
」
が

平
成
30
年
４
月
に
設
立
さ
れ
た
が
、
事
業

計
画
ど
お
り
に
進
ん
で
い
る
の
か
。

A　

事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
の
っ
と
り
業

務
を
遂
行
し
、
昨
年
10
月
に
公
共
施
設
、

そ
の
後
民
間
事
業
者
へ
の
電
力
供
給
を
前

倒
し
で
開
始
し
て
お
り
、
赤
字
幅
減
と
の

こ
と
で
あ
る
。

Q　

利
益
を
財
源
と
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
に
つ
い
て
、
進
捗
は
。

A　

個
人
家
庭
へ
の
電
力
供
給
開
始
に
向

け
、
「
ふ
っ
か
ち
ゃ
ん
で
ん
き
」
な
ら
で

は
の
付
加
価
値
や
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
検

討
中
と
伺
っ
て
い
る
。

　
小
中
学
校
の
「
い
じ
め
」
認
知
件
数
は
、
何
件
か

小
学
校
で
70
件
、
中
学
校
で
70
件
、
合
計
１
４
０
件
で
あ
る

清し
み
ず水

　
健け

ん
い
ち一

Q　

前
年
に
比
べ
て
増
え
て
い
る
の
か
。

A　

小
学
校
で
３
件
、
中
学
校
で
20
件
、

合
計
23
件
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。

Q　

不
登
校
の
児
童
生
徒
数
は
何
人
か
。

A　

小
学
校
で
４
人
、
中
学
校
で
53
人
、

前
年
よ
り
中
学
が
３
人
増
で
あ
る
。

Q　

「
い
じ
め
」
に
よ
り
不
登
校
に
な
る

な
ど
、
因
果
関
係
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

A　

「
い
じ
め
」
を
受
け
、
不
登
校
に
な

る
こ
と
は
十
分
に
あ
る
。

Q　

「
い
じ
め
」
は
、
法
律
に
よ
り
重
大

事
態
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
調
査
を
す

る
と
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
今
ま
で
、
重

大
事
態
は
あ
っ
た
の
か
聞
き
た
い
。

A　

重
大
事
態
の
定
義
は
、
児
童
生
徒
の

生
命
、
心
身
又
は
財
産
に
重
大
な
被
害
が

生
じ
た
疑
い
が
あ
る
時
、
「
い
じ
め
」
に

よ
り
相
当
の
期
間
学
校
を
欠
席
し
て
い
る

時
と
な
っ
て
お
り
、
今
ま
で
は
無
か
っ
た
。

Q　

法
律
で
は
、
被
害
者
及
び
保
護
者
か

ら
重
大
事
態
の
申
立
て
で
、
重
大
事
案
と

し
調
査
を
す
る
決
ま
り
だ
が
い
か
が
か
。

A　

そ
の
と
お
り
な
の
で
付
け
加
え
る
。

Q　

今
国
会
で
、
「
い
じ
め
」
に
よ
る
自

殺
者
、
不
登
校
児
童
生
徒
が
増
え
て
い
る

の
を
重
く
受
け
止
め
、
「
い
じ
め
防
止
対

策
推
進
法
改
定
案
」
が
提
出
さ
れ
可
決
さ

れ
る
見
込
み
だ
が
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

A　

国
会
の
審
議
状
況
を
注
視
し
、
「
い

じ
め
防
止
」
に
努
め
て
い
く
。

—

消
費
税
率
引
上
げ
に
伴
う
影
響
は—

Q　

引
上
げ
に
伴
い
幼
児
教
育
無
償
化
や

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
事
業
が
予
定
さ

れ
て
い
る
が
対
応
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

A　

国
会
審
議
中
で
あ
り
詳
細
が
未
決
定

だ
が
支
障
が
出
な
い
よ
う
努
め
て
い
く
。

ふっかちゃんでんきが安定した電気の調達と供給を管理します

質問項目一覧 （通告順）
スマートフォンなどをお持ちの方は、氏名の下のQRコードを専用
アプリで読み取ると、それぞれの録画映像がご覧いただけます。

○富田　勝
①県道について
②深谷市のスポーツ施設について

○清水　健一
①次代を担う人づくりについて
②地域経済の活性化について
③消費税率引上げに伴う影響に
　ついて

○五間　くみ子
①成年後見制度について
②地域新電力について

○鈴木　三男
①くるリンの再編計画について
②デマンドタクシーについて
③北通り線について

○村川　徳浩
①旧中瀬小学校体育館敷地の
　売却について
②深谷ねぎのＰＲについて

○田島　信吉
①新川本公民館敷地について

○清水　修
①国民健康保険税について

○三田部　恒明
①地方創生総合戦略
②森林環境税

○中矢　寿子
①風疹予防接種の体制整備について
②コミュニティーバス「くるリン」の
　再編計画について
③業務委託者への監督責任について

○為谷　剛
①介護予防事業について

○⻆田　義徳
①快適な生活環境の創造について

○佐久間　奈々
①深谷市の情報の公開の姿勢に
　ついて
②動物の殺処分ゼロへの取り組み
　について

深谷市教育委員会

スマホは
こちらから

スマホは
こちらから

スマホは
こちらから

〈『
市
政
の
こ
こ
が
聞
き
た
い
』の
記
事
は
質
問
者
本
人
が
執
筆
し
た
も
の
を
編
集
し
、掲
載
し
て
お
り
ま
す
。〉
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国
民
健
康
保
険
税
の
引
き
下
げ
が
で
き
な
い
か

厳
し
い
財
政
状
況
に
陥
っ
て
お
り
、
引
き
下
げ
は
難
し
い

清し
み
ず水

　
修

お
さ
む

Q　

国
民
健
康
保
険
は
、
低
所
得
者
が
多

く
加
入
す
る
医
療
保
障
制
度
で
あ
る
。
し

か
し
、
高
す
ぎ
る
国
民
健
康
保
険
税
の
た

め
に
、
滞
納
世
帯
が
加
入
世
帯
の
15
％
を

占
め
る
な
ど
、
構
造
的
な
危
機
に
直
面
し

て
い
る
。
高
す
ぎ
る
国
民
健
康
保
険
税
の

問
題
の
解
決
は
、
住
民
の
健
康
と
暮
ら
し

を
守
る
上
で
も
、
国
民
皆
保
険
制
度
の
最

重
要
な
柱
で
あ
る
国
民
健
康
保
険
制
度
の

持
続
性
を
確
保
す
る
上
で
も
、
社
会
の
公

平•

公
正
と
い
う
面
か
ら
も
、
避
け
て
通

れ
な
い
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
国
民
健
康

保
険
税
の
引
き
下
げ
が
で
き
な
い
か
。

A　

国
民
健
康
保
険
制
度
に
つ
い
て
は
、

ほ
か
の
医
療
保
険
に
比
べ
、
高
齢
者
や
低

所
得
者
の
加
入
割
合
が
高
い
傾
向
に
あ
り
、

財
政
基
盤
が
脆
弱
で
あ
る
と
い
う
構
造
的

な
問
題
を
抱
え
て
い
る
。
市
で
は
、
国
民

健
康
保
険
税
の
ほ
か
に
、
財
源
の
一
部
を

一
般
会
計
か
ら
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

に
繰
り
入
れ
て
い
る
。
平
成
30
年
度
に
制

度
改
正
が
行
わ
れ
、
県
と
市
が
そ
れ
ぞ
れ

役
割
分
担
を
し
な
が
ら
、
共
同
で
国
民
健

康
保
険
事
業
を
運
営
し
て
い
く
こ
と
に
な

っ
た
。
市
と
し
て
は
、
県
と
と
も
に
共
同

保
険
者
と
し
て
、
事
業
の
安
定
的
な
運
営

に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、

国
民
健
康
保
険
税
を
引
き
下
げ
る
こ
と
は

難
し
い
。

公
民
館
建
設
防
災
調
査
報
告
会
の
意
見
の
内
容
を

総
合
支
所
や
公
民
館
な
ど
多
様
な
意
見
が
あ
っ
た

田た
じ
ま島

　
信の

ぶ
よ
し吉

Q　

市
は
新
た
な
場
所
に
つ
い
て
は
、
防

災
調
査
の
結
果
報
告
会
を
開
き
、
意
見
を

聞
き
参
考
に
し
な
が
ら
進
め
る
と
し
て
い

た
が
、
既
に
検
討
し
て
い
る
が
、
意
見
の

内
容
と
、
ど
ん
な
意
見
を
参
考
に
検
討
を

始
め
た
の
か
。

A　

意
見
の
内
容
は
、
総
合
支
所
敷
地
が

良
い
。
公
民
館
敷
地
が
良
い
。
第
３
の
場

所
は
時
間
が
か
か
る
。
国
道
よ
り
高
い
所

が
良
い
、
ほ
か
の
所
な
ど
多
様
な
意
見
が

あ
っ
た
。
市
独
自
に
検
討
し
て
い
る
。

—

地
域
一
体
や
安
全
な
場
所
の
定
義—

Q　

地
域
が
ま
と
ま
れ
る
状
態
や
安
全
は

降
雨
浸
水
だ
け
で
は
な
い
が
、
市
は
ど
ん

な
状
態
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

A　

地
域
が
ま
と
ま
れ
る
安
全•

安
心
な

場
所
が
良
い
。

—

新
建
設
地
で
は
巨
額
な財政

支
出
が—

Q　

新
た
な
場
所
に
建
設
す
る
に
は
時
間

と
巨
額
な
財
政
支
出
が
必
要
だ
が
、
現
時

点
で
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

A　

多
額
な
お
金
は
必
要
だ
が
、
安
全
な

場
所
に
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
も
の
と
し

て
の
建
設
と
な
る
。

—

河
岸
浸
食
区
域
内
の

川
本
中
学
校
の
認
識—

Q　

川
本
中
学
校
敷
地
の
ほ
ぼ
全
域
が
河

岸
浸
食
家
屋
流
失
区
域
内
と
な
っ
た
。
避

難
訓
練
の
状
況
や
、
建
物
被
害
等
に
対
す

る
対
応
を
聞
き
た
い
。

A　

河
岸
浸
食
に
伴
う
避
難
訓
練
は
行
っ

て
い
な
い
。
河
岸
浸
食
区
域
指
定
は
、
水

防
法
改
正
に
伴
う
ソ
フ
ト
対
策
で
あ
り
避

難
対
策
等
が
中
心
だ
が
、
対
応
は
し
て
い

く
。

A　

未
利
用
資
産
の
利
活
用
と
公
共
施
設

の
整
備
は
視
点
が
同
じ
で
は
な
い
。

—

深
谷
ね
ぎ
ま
つ
り
に
対
す
る評価

は—

Q　

深
谷
市
は
深
谷
ね
ぎ
ま
つ
り
を
ど
の

よ
う
に
評
価
し
て
い
る
の
か
。

A　

ね
ぎ
の
ブ
ラ
ン
ド
価
値
の
向
上
や
観

光
に
大
き
く
貢
献
を
し
て
い
る
と
考
え
る
。

Q　

市
は
今
後
、
何
ら
か
の
形
で
連
携
や

支
援
を
す
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

A　

実
行
委
員
会
か
ら
要
請
が
あ
れ
ば
話

を
聞
く
用
意
は
あ
る
。

旧
中
瀬
小
学
校
体
育
館
の
マ
イ
ナ
ス
入
札
は
適
正
だ
っ
た
の
か

全
く
問
題
な
い
と
考
え
る

村ミ
ル
ク川

　
徳お

や
じ浩

Q　

市
は
最
低
落
札
価
格
１
７
８
２
万
１

千
円
に
設
定
し
行
っ
た
２
回
の
入
札
が
不

調
に
終
わ
っ
た
事
を
理
由
に
、
体
育
館
を

取
り
壊
し
、
住
宅
を
建
て
る
こ
と
を
条
件

に
、
マ
イ
ナ
ス
価
格
の
入
札
を
行
っ
た
。

最
低
落
札
価
格
を
引
き
下
げ
た
通
常
の
入

札
を
行
う
考
え
は
無
か
っ
た
の
か
。

A　

２
回
の
入
札
不
調
で
活
用
型
の
ニ
ー

ズ
は
な
い
と
判
断
し
た
。

Q　

広
報
ふ
か
や
に
掲
載
さ
れ
た
、
売
却

後
に
想
定
さ
れ
る
税
収
見
込
み
１
７
３
０

万
円
は
、
深
谷
市
民
が
住
宅
を
建
築
し
て

も
市
民
税
の
増
収
が
見
込
め
な
い
た
め
、

あ
り
得
な
い
数
字
だ
。
不
適
切
な
表
記
を

行
政
が
行
う
べ
き
で
は
な
い
と
思
う
が
。

A　

税
収
増
が
ど
の
位
あ
る
か
マ
ス
コ
ミ

か
ら
求
め
ら
れ
た
た
め
、
あ
く
ま
で
一
つ

の
例
と
し
て
試
算
し
た
も
の
で
あ
る
。

Q　

川
本
総
合
支
所
の
敷
地
に
つ
い
て
は

安
全
性
を
理
由
に
公
民
館
の
建
設
は
違
う

場
所
に
す
べ
き
と
し
て
い
る
。
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
で
同
じ
基
準
の
旧
中
瀬
小
学
校
体

育
館
敷
地
に
つ
い
て
は
住
宅
建
設
を
条
件

に
し
て
い
る
。
矛
盾
は
な
い
か
。

「
く
る
リ
ン
」
の
再
編
で
利
用
し
や
す
く
な
る
の
か

利
用
者
が
集
中
す
る
目
的
地
に
運
行
ル
ー
ト
を
集
約
し
た

鈴す
ず
き木

　
三み

つ
お男

Q　

深
谷
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
「
く
る

リ
ン
」
の
利
用
状
況
は
ど
う
か
。

A　

「
く
る
リ
ン
」
は
定
時
定
路
線
バ
ス

と
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
２
種
類
あ
り
、
市
内

全
域
で
「
く
る
リ
ン
」
に
乗
降
で
き
る
。

10
万
人
の
利
用
見
込
み
を
上
回
る
利
用
実

績
で
あ
る
。

Q　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
「
く
る
リ
ン
」

の
再
編
で
利
用
し
や
す
く
な
る
の
か
。

A　

現
運
行
を
約
４
年
間
運
行
し
て
い
る

が
、
好
評
な
路
線
と
そ
う
で
な
い
路
線
が

生
じ
て
い
る
。
再
編
計
画
は
、
一
部
の
路

線
で
車
両
の
大
型
化
を
図
り
、
利
用
者
が

集
中
す
る
目
的
地
に
運
行
ル
ー
ト
を
集
約

し
た
。
経
費
を
抑
え
て
バ
ス
運
行
が
持
続

で
き
る
よ
う
に
再
編
す
る
。

—

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
導
入
を—

Q　

バ
ス
停
ま
で
の
歩
行
が
困
難
な
高
齢

者
が
増
加
し
て
い
る
が
、
自
宅
か
ら
目
的

地
ま
で
移
動
で
き
る
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

も
導
入
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

A　

市
は
、
合
併
で
拠
点
が
分
散
し
面
積

も
広
い
の
で
、
定
時
定
路
線
バ
ス
と
デ
マ

ン
ド
バ
ス
を
運
行
し
て
い
る
。
現
段
階
で

の
市
民
ニ
ー
ズ
を
集
約
し
て
作
成
し
た
再

編
計
画
に
よ
り
バ
ス
を
運
行
す
る
。
今
後

も
市
民
の
需
要
の
変
化
が
確
認
さ
れ
た
時

点
で
適
宜
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
検
討
す
る
。

—

早
急
に
信
号
機
や
横
断
歩
道
の

整
備
を—

Q　

北
通
り
線
の
熊
谷
市
と
の
境
界
の
交

差
点
に
信
号
機
と
横
断
歩
道
の
整
備
を
。

A　

信
号
機
と
横
断
歩
道
の
設
置
は
、
警

察
の
判
断
に
よ
る
が
、
信
号
機
設
置
条
件

を
満
た
し
て
い
な
い
の
で
、
難
し
い
。

熊谷市との境界にある北通り線の交差点川本総合支所

旧中瀬小学校体育館

スマホは
こちらから

スマホは
こちらから

スマホは
こちらから

スマホは
こちらから
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小
島
市
長
に
砂
ぼ
こ
り
対
策
に
取
り
組
む
覚
悟
を
伺
い
た
い

時
間
は
か
か
る
か
も
し
れ
な
い
が
決
し
て
あ
き
ら
め
な
い

⻆つ
の
だ田

　
義よ

し
の
り徳

Q　

来
年
度
予
算
に
約
２
億
３
千
万
円
計

上
さ
れ
て
い
る
産
業
価
値
向
上
事
業
の
う

ち
の
「
ア
グ
リ
テ
ッ
ク
コ
ン
テ
ス
ト
」
を

利
用
し
、
大
学
の
優
秀
な
先
生
な
ど
も
対

象
に
し
全
国
か
ら
広
く
ア
イ
デ
ア
を
公
募

し
て
は
。
そ
の
な
か
で
最
優
秀
賞
（
実
施

後
、
効
果
が
認
め
ら
れ
た
ら
）
に
１
千
万

円
程
度
出
し
て
も
良
い
の
で
は
な
い
か
。

A　

平
成
31
年
度
事
業
に
お
い
て
農
業
に

非
農
業
分
野
の
知
識
と
技
術
を
融
合
し
て

本
市
の
農
業
課
題
を
解
決
す
る
「
ア
グ
リ

テ
ッ
ク
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
開
催
す
る
予
定

な
の
で
、
そ
の
中
の
ひ
と
つ
の
課
題
テ
ー

マ
と
し
て
砂
ぼ
こ
り
問
題
を
取
り
上
げ
る

こ
と
が
で
き
る
の
か
に
つ
い
て
、
今
後
検

討
す
る
。
ま
た
、
予
算
の
使
い
方
や
全
国

か
ら
ア
イ
デ
ア
を
募
る
手
法
に
つ
い
て
も

今
後
別
途
検
討
す
る
。

Q　

過
去
に
行
っ
た
座
談
会
、
意
見
交
換

会
で
集
め
た
意
見
は
産
業
振
興
部
だ
け
で

な
く
他
の
部
署
と
も
共
有
し
て
い
る
の
か
。

A　

砂
ぼ
こ
り
対
策
協
議
会
に
は
環
境
水

道
部
等
も
入
っ
て
お
り
、
共
有
し
て
い
る
。

Q　

近
年
の
深
谷
市
議
会
会
議
録
を
読
み

返
す
と
、
農
業
を
管
轄
す
る
部
署
の
答
弁

し
か
な
い
。
切
り
口
を
変
え
て
、
環
境
を

管
轄
す
る
部
署
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

A　

環
境
課
で
は
市
民
の
様
々
な
身
近
な

相
談
を
受
け
て
い
る
。
例
え
ば
悪
臭
や
騒

音
な
ど
が
あ
る
が
、
そ
の
際
に
は
発
生
源

と
な
る
原
因
者
を
特
定
し
て
、
環
境
基
準

を
超
え
て
い
る
場
合
に
は
改
善
指
導
を
行

っ
て
い
る
。
砂
ぼ
こ
り
の
場
合
に
は
原
因

者
を
特
定
す
る
の
が
難
し
い
の
と
、
環
境

基
準
が
無
い
た
め
、
改
善
指
導
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
。
よ
っ
て
、
現
状
で
は
環
境

面
か
ら
の
対
策
を
行
う
こ
と
は
難
し
い
。

フ
レ
イ
ル
予
防
活
動
に
取
り
組
む
健
康
長
寿
の
ま
ち
づ
く
り
を

さ
ら
に
多
く
の
地
域
に
広
が
っ
て
い
く
よ
う
支
援
を
進
め
る

為た
め
が
や谷

　
剛ご

お

Q　

東
京
大
学
と
協
力
協
定
を
締
結
し
、

「
フ
レ
イ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー•

ト
レ
ー
ナ
ー

シ
ス
テ
ム
」
を
活
用
し
た
フ
レ
イ
ル
予
防

活
動
に
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

A　

フ
レ
イ
ル
の
予
防•

進
行
を
防
ぐ
方

法
と
し
て
は
、
多
く
の
研
究
が
な
さ
れ
、

各
地
で
様
々
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
お

り
、
東
京
大
学
の
提
唱
す
る
手
法
も
、
そ

の
一
つ
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
フ
レ

イ
ル
の
予
防•

進
行
を
防
ぐ
た
め
の
共
通

の
「
鍵
」
と
な
る
の
は
、
ど
の
知
見
に
お

い
て
も
、
「
運
動
」•

「
栄
養
」•

「
社

会
参
加
」
の
３
つ
の
側
面
を
一
体
と
し
て

強
化
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
中

で
も「
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
失
う
こ
と
」

が
、
フ
レ
イ
ル
の
最
初
の
入
り
口
と
言
わ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
社
会
参
加
」
が

何
よ
り
重
要
な
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
中
、
深
谷
市
で
は
平
成
28
年

度
か
ら
、
埼
玉
県
が
推
奨
し
て
い
る
「
住

民
主
体
の
通
い
の
場
」
を
推
進
す
る
こ
と

で
、
フ
レ
イ
ル
予
防
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

「
通
い
の
場
」
で
は
、
「
深
谷
ふ
っ
か
つ

体
操
」
を
行
う
こ
と
で
運
動
面
で
筋
力•

体
力
の
維
持•

向
上
を
図
る
だ
け
で
な
く
、

栄
養
面
で
の
支
援
と
し
て
「
低
栄
養
改
善

に
関
す
る
栄
養
教
室
」
や
、
「
歯•

口
腔

に
関
す
る
教
室
」
な
ど
、
栄
養
や
口
腔
の

面
な
ど
多
側
面
か
ら
介
護
予
防
支
援
を
行

っ
て
い
る
。
今
後
も
、
東
京
大
学
の
知
見

な
ど
も
参
考
と
し
、
内
容•

効
果
の
検
証

方
法
等
に
つ
い
て
も
研
究
を
重
ね
な
が
ら
、

市
民
が
主
体
的
に
地
域
ぐ
る
み
で
フ
レ
イ

ル
予
防
、
介
護
予
防
、
健
康
長
寿
の
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
む
「
通
い
の
場
」
が
多

く
の
地
域
に
広
が
っ
て
い
く
よ
う
、
支
援

を
進
め
て
い
く
。

　
風
疹
予
防
接
種
受
診
率
向
上
に
向
け
た
体
制
整
備
対
応
を
問
う

特
定
健
診
等
活
用
し
た
抗
体
検
査
実
施
に
向
け
調
整
中
で
あ
る

中な
か
や矢

　
寿ひ

さ
こ子

Q　

抗
体
検
査
と
予
防
接
種
無
料
の
対
象

者
は
、
39
歳
か
ら
56
歳
の
男
性
。
夜
間•

土
日
の
対
応
や
職
場
で
の
対
応
な
ど
体
制

整
備
の
後
押
し
が
重
要
と
言
わ
れ
る
。
市

と
し
て
の
対
策
は
考
え
て
い
る
の
か
。

A　

平
成
31
年
度
実
施
の
特
定
健
診
等
を

活
用
し
た
抗
体
検
査
の
実
施
に
向
け
て
、

健
診
機
関
等
と
の
調
整
を
行
っ
て
い
る
。

併
せ
て
ク
ー
ポ
ン
券
を
個
別
送
付
す
る
ほ

か
、
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
メ
ー
ル
配

信
等
に
よ
り
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

Q　

予
算
措
置
は
大
丈
夫
か
。

A　

国
の
動
向
を
見
据
え
て
、
平
成
31
年

度
の
当
初
予
算
に
計
上
し
て
い
る
。

—

深
谷
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

「
く
る
リ
ン
」
再
編
計
画
を
問
う—

Q　

デ
マ
ン
ド
方
式
を
導
入
し
て
４
年
。

見
え
た
課
題
と
改
善
点
は
。

A　

当
初
乗
合
移
動
を
想
定
し
た
が
、
同

一
方
向
の
移
動
が
な
い
状
況
。
説
明
会
や

問
い
合
わ
せ
の
際
、
乗
合
い
利
用
促
進
を

お
願
い
し
、
乗
合
率
向
上
を
目
指
す
。

Q　

高
齢
化
社
会
へ
の
対
策
と
し
て
、
ド

ア
ツ
ー
ド
ア
も
視
野
に
入
れ
た
公
共
交
通

方
式
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

A　

再
編
計
画
で
は
、
一
方
向
回
り
の
定

時
定
路
線
循
環
便
を
、
シ
ャ
ト
ル
便
（
起

点
終
点
間
を
双
方
向
運
行
）
に
変
更
す
る
。

今
後
も
、
利
用
者
の
意
見
を
取
り
入
れ
、

必
要
に
応
じ
て
検
討
し
て
い
く
。

—

業
務
委
託
に
つ
い
て—

Q　

業
務
委
託
内
容
に
変
更
が
あ
っ
た
場

合
の
指
示
は
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

A　

業
者
と
市
が
協
議
を
し
て
業
務
内

容
の
変
更
を
行
う
。

三
世
代
同
居
・
近
居
支
援
事
業
に
お
け
る
対
象
拡
大
に
つ
い
て

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
を
参
考
に
検
討
す
る

三み

 た

 べ

田
部

　
恒つ

ね
あ
き明

Q　

地
方
創
生
総
合
戦
略
で
ス
タ
ー
ト
さ

せ
た
三
世
代
同
居
・
近
居
支
援
事
業
に
つ

い
て
の
実
績
値
と
評
価
を
伺
う
。

A　

平
成
28
年
か
ら
の
３
カ
年
の
数
値
は
、

助
成
件
数
１
０
１
件
、
転
入
者
数
は
２
０

７
人
。
保
育
園
等
の
送
迎
、
預
か
り
や
見

守
り
な
ど
親
か
ら
の
支
援
を
受
け
ら
れ
一

定
の
効
果
が
あ
っ
た
。

Q　

小
学
生
以
下
の
子
ど
も
が
い
る
世
帯

を
対
象
と
し
て
い
る
が
、
義
務
教
育
終
了

前
ま
で
拡
大
が
で
き
な
い
か
。

A　

総
合
計
画
に
て
出
産•

子
育
て
安
心

ふ
か
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
組
と
し
て
拡

充
と
掲
げ
て
い
る
。
現
在
実
施
し
て
い
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
を
参
考
に
支
援
策
を

総
合
的
に
検
討
し
て
い
く
。

—

森
林
環
境
譲
与
税
に
つ
い
て—

Q　

本
年
度
ス
タ
ー
ト
す
る
森
林
環
境
譲

与
税
の
見
込
み
額
と
交
付
時
期
は
。

A　

譲
与
見
込
み
額
は
約
５
７
０
万
円
の

試
算
。
交
付
時
期
は
９
月
と
３
月
の
２
回

に
分
け
て
交
付
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

Q　

現
在
ま
で
の
活
用
方
途
へ
の
研
究•

取
組
状
況
は
ど
う
か
。

A　

県
主
催
の
会
議
等
に
参
加
し
、
近
隣

市
町
と
意
見
交
換
を
行
い
、
情
報
収
集
を

し
て
い
る
。
最
も
有
効
な
活
用
方
法
を
森

林
保
全
及
び
木
材
利
用
の
観
点
か
ら
検
討

を
重
ね
て
い
く
。

Q　

事
業
予
算
化
に
つ
い
て
は
、
単
年
度

ご
と
施
策
を
検
討
す
る
場
合
と
基
金
を
設

置
し
一
定
額
積
み
立
て
た
上
で
事
業
を
予

算
化
す
る
選
択
肢
が
あ
る
が
。

A　

施
策
等
を
十
分
に
検
討
す
る
時
間
を

確
保
す
る
た
め
、
基
金
を
創
設
し
積
み
立

て
た
上
で
事
業
予
算
化
し
て
い
く
。

深谷市コミュニティバス「くるリン」南岡地域に設置の防風ネット

スマホは
こちらから

スマホは
こちらから

スマホは
こちらから

スマホは
こちらから
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市政への一般質問

▼
請
願
第
22
号
（
不
採
択
）

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
職
員
配
置
基
準
等
の

堅
持
及
び
放
課
後
児
童
支
援
員
等
の
処
遇
改
善

を
求
め
る
意
見
書
を
国
に
提
出
す
る
こ
と
を
求

め
る
請
願

深
谷
市
学
童
保
育
連
絡
協
議
会

会
長　

古ふ
る

内う
ち　

真ま

希き

子こ

反
対
討
論

　

運
営
上
難
し
い
地
域
が
あ
る
以
上
、
児
童
の

安
全
を
第
一
に
、
ま
た
、
地
方
の
裁
量
に
任
せ

実
情
に
応
じ
た
運
営
体
制
を
構
築
す
る
べ
き
と

い
う
観
点
か
ら
、
こ
の
請
願
に
は
反
対
で
あ
る
。

三
田
部　

恒
明

賛
成
討
論

　

職
員
の
確
保
が
難
し
い
と
の
理
由
で
基
準
が

緩
和
さ
れ
、
職
員
が
一
人
で
多
く
の
児
童
を
受

け
持
つ
こ
と
は
、
安
全
性
の
低
下
が
心
配
さ
れ

る
。
今
や
る
べ
き
こ
と
は
、
処
遇
改
善
対
策
の

推
進
に
よ
り
職
員
の
確
保
に
努
め
る
こ
と
で
あ

り
こ
の
請
願
に
賛
成
で
あ
る
。　

鈴
木　

三
男

　

人
材
不
足
を
安
易
に
基
準
緩
和
に
求
め
る
の

で
は
な
く
、
児
童
指
導
員
の
処
遇
改
善
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
対
応
を
行
い
、
職
員
確
保
を
幅
広
く

検
討
し
て
い
く
べ
き
だ
と
思
う
の
で
、
こ
の
請

願
に
賛
成
で
あ
る
。　
　
　
　

佐
久
間　

奈
々

■
深
谷
市
行
政
監
察
員

吉よ
し

田だ　

俊し
ゅ
ん

輔す
け

■
深
谷
市
固
定
資
産
評
価
員

島し
ま

崎ざ
き　

賢け
ん

二じ

■
深
谷
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

江え

⻆す
み　

勇ゆ
う

二じ

■
深
谷
市
教
育
委
員
会
委
員

鵜う

養が
い　

美み

季き

※
請
願
・
人
事
案
件
に
つ
い
て
は
敬
称
略

ふ
か
や
市
議
会
だ
よ
り（
第
　
号　

平
成
28
年　

月　

日
発
行
）

請
願
の
審
査
結
果

人 

事 

案 

件

議会のうごき
行 事 内 容 行 事 内 容 行 事 内 容

7(月)　深谷商工会議所 
　　　 新春賀詞交歓会

13(日)　深谷市成人式

16(水)　第三区議長会
　　　　議員研修会及び懇親会

22(火)　ふかや市商工会　
　　　　新春賀詞交歓会

29(火)　議員全員協議会

1(金)　総務委員会

4(月)　福祉文教委員会
5(火)　産業建設委員会
6(水)　予算特別委員会
7(木)　予算特別委員会

12(火)　一般質問
13(水)　一般質問

15(金)　中学校卒業式

18(月)　議会運営委員会
　　　　議会閉会
　　　　議員全員協議会

22(金)　小学校卒業式

15(金)　議会運営委員会、議員全員
　　　　協議会

22(金)　議会開会
　　　　議案説明
　　　　予算特別委員会

27(水)　議案質疑

5(火)

9(土)　渋沢栄一翁生誕祭

13(水)　佐賀県嬉野市議会 
　　　　議会広報編集特別委員会 
　　　　視察受入

深政クラブ 行政視察　～6日
富山県富山市ほか
•富山市エコタウン事業について
•フレイル予防事業について

部
署
に
よ
っ
て
同
じ
文
書
の
公
開
非
公
開
が
異
な
る
の
か

他
部
署
に
情
報
公
開
請
求
し
た
こ
と
は
把
握
し
て
い
な
い

佐さ

 く

 ま

久
間

　
奈な

 な々

Q　

情
報
公
開
制
度
は
原
則
公
開
で
あ
り
、

例
外
が
非
公
開
と
い
う
枠
組
み
で
あ
る
が
、

今
回
情
報
公
開
請
求
し
た
花
園
Ｉ
Ｃ
拠
点

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
す
る
文
書
が
非
公
開

と
な
っ
た
。
深
谷
市
の
公
開
性
に
疑
義
が

あ
る
。
非
公
開
と
判
断
し
た
根
拠
を
伺
う
。

A　

当
該
文
書
は
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

最
適
地
を
調
査
検
討
し
た
も
の
で
あ
り
、

公
開
に
よ
り
将
来
同
種
の
事
業
の
実
施
に

多
大
な
支
障
を
き
た
す
と
判
断
し
た
。

Q　

今
回
、
産
業
拠
点
整
備
室
と
農
業
振

興
課
に
情
報
公
開
請
求
を
し
、
当
該
文
書

が
、
産
業
拠
点
整
備
室
は
非
公
開
と
さ
れ
、

農
業
振
興
課
は
公
開
と
な
っ
た
。
同
じ
文

書
が
部
署
に
よ
っ
て
公
開
、
非
公
開
と
異

な
る
の
か
。
考
え
を
伺
う
。

A　

農
業
振
興
課
に
情
報
公
開
請
求
し
た

こ
と
は
把
握
し
て
い
な
い
。
産
業
拠
点
整

備
室
と
し
て
は
、
前
述
の
理
由
か
ら
非
公

開
と
し
た
。

—

地
域
猫
活
動
の
啓
発
の取り

組
み
は—

Q　

動
物
の
殺
処
分
を
減
ら
す
に
は
、
野

良
猫
の
繁
殖
を
抑
え
る
こ
と
が
有
効
で
あ

り
、
そ
の
手
段
の
一
つ
と
し
て
地
域
猫
活

動
が
あ
る
。
地
域
猫
活
動
と
は
、
地
域
に

住
み
着
い
た
野
良
猫
に
不
妊
去
勢
手
術
を

施
し
て
、
こ
れ
以
上
増
や
さ
な
い
よ
う
に

し
、
そ
の
猫
が
命
を
全
う
す
る
ま
で
、
そ

の
地
域
で
適
正
に
管
理
し
て
い
く
活
動
で

あ
る
。
す
ぐ
に
猫
が
い
な
く
な
る
訳
で
は

な
い
が
、
適
正
な
管
理
が
さ
れ
る
こ
と
で
、

鳴
き
声
や
ご
み
あ
さ
り
等
を
防
ぐ
こ
と
が

で
き
る
。
市
と
し
て
、
市
民
に
こ
の
地
域

猫
活
動
の
啓
発
を
行
え
な
い
か
伺
う
。

A　

市
民
か
ら
相
談
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

地
域
猫
活
動
の
啓
発
等
を
行
っ
て
い
る
。

議員全員協議会
市から議会へ次のような報告がありました。

センター設置後のＤＶ被害者支援のイメージ図

　ＤＶ被害者に対して、相談から自立支援、法的関与
など、総合的な支援を行うため、協働推進部人権政策
課のDV相談窓口を「配偶者暴力相談支援センター」と
して整備しました。

設置の目的

・法に基づいたＤＶ関連証明書発行や保護命令への関
与の業務を自ら行えるようになり、被害者支援を迅速
かつ的確に行うことができます。
・身近な場所での継続的な相談、同行支援、手続きの一
元化など、ＤＶ被害者の立場に立ったワンストップ支
援を行うことができます。

開設による効果

・相談業務の実施
・一時保護の同行支援
 （被害者の緊急時における安全の確保）
・市役所内各種手続きに関する支援
・被害者の自立に関する支援
・証明書の発行業務
 （支援措置の申し出に対する意見付け）
・関係機関との連携（警察、転宅先市町村、裁判所など）
【センター設置により新たに実施可能となる業務】
①証明書の発行業務（医療保険、年金、児童手当等）
②保護命令に関する裁判所への提出書面の作成

業務内容
医
療
保
険
、年
金

児
童
手
当
等

加害者 DV被害者

地方裁判所

❶ 

証
明
発
行

支  

援

相  

談

保
護
命
令
決
定

保
護
命
令
申
立

②
書
面
提
出

書
面
請
求

深谷市配偶者暴力相談支援センター
【人権政策課】

市役所内
関係各課

転宅先市町村
福祉事務所 警察 一時保護施設

「深谷市配偶者暴力相談支援センター」
の設置について

埼玉県地域猫活動実践ガイドブックより

猫は1年に2〜3回妊娠し、1回に4〜8匹出産します。例えば年3回の
出産で4匹ずつ産み、半数がメスだとすると1年後には…

連 携

スマホは
こちらから

〈
ふ
か
や
市
議
会
だ
よ
り
は
、
点
字
版
と
C
D
版
を
発
行
し
て
い
ま
す
。 

送
付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
市
社
会
福
祉
協
議
会 

（
T
E
L
5
7
3
ー

6
5
6
3
）へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。〉



日 月 火 水 木 金 土
3

（開会）
議案説明

4

議案説明

5 6

議案質疑

7

議案質疑

8

9 10

福祉文教
委員会

11

産業建設
委員会

12

総務
委員会

13 14 15

16 17

一般質問

18

一般質問

19

一般質問

20 21

採決
（閉会）

　元号が令和となり、5年後に発行される予定の新一万円札の肖像に
深谷市出身の渋沢栄一翁が選ばれ、また、深谷市議会議員 24人の顔
ぶれも決まり議会構成も一新されました。
　議会だよりを通して議会への関心を深められたのか。また読んでも
らえるような記事を提供できたのか不安が残りますが、市民に開かれ
た議会を目指し、より一層の努力をしてまいります。

富田　　勝

［副委員長］
福島　秀樹
馬場　　茂

［委員長］
［ 委 員 ］

鈴木　三男
湯本　哲昭
武井　伸一

茂木　一郎
小嶋　　隆
柴崎　重雄

編 集 委 員 会

議会の生中継・録画配信
http://fukaya.gijiroku.com

6月定例会のお知らせ6月定例会のお知らせ
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学校応援団の取り組み
「学校応援団」とは、保護者や地域住民がボランティアとして
学習活動や環境整備など、協力・支援を行う活動組織です。

未
来
を
担
う
子
供
た
ち
を

　
　
　
　

地
域
総
が
か
り
で
育
む

明
戸
小
学
校

　

明
戸
学
校
支
援
地
域
本
部
が

支
援
組
織
の
名
称
で
す
。
文
部

科
学
省
が
推
進
し
て
い
る
事
業

名
か
ら
き
て
い
ま
す
。
伝
統
文

化（
茶
道
、
華
道
、
水
墨
画
）体

験
、
武
道（
柔
道
、
剣
道
）体
験

は
、
日
本
の
文
化
を
学
ぶ
機
会

と
な
っ
て
い
ま
す
。
地
域
で
継

承
し
て
い
る
新
井
橋
獅
子
太
鼓

は
、
ク
ラ
ブ
活
動
を
組
織
し
、

運
動
会
で
練
習
の
成
果
を
発
表

し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
読
み

聞
か
せ
、
昔
遊
び
、
ミ
シ
ン
等

の
学
習
支
援
、
学
校
フ
ァ
ー
ム

を
活
用
し
た
農
業
体
験
、
花
壇

整
備
や
除
草
の
環
境
整
備
等
で

協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
登
校
時
、
通
学
班
に

寄
り
添
っ
て
歩
い
て
い
た
だ

く
、
昨
年
度
か
ら
の
取
組「
朝

の
学
校
さ
ん
ぽ
」で
も
ご
協
力

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
朝
か
ら

学
校
が
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
て
い

ま
す
。

華
道
体
験

新
井
橋
獅
子
太
鼓

［編集責任者］ 議長　清水　健一

編 集 後 記

　埼玉県は全国１位の「ゆり」出荷量を

ほこり、そのなかでも深谷市は、ゆりの

一大産地です。夏の風物詩と言えるゆ

りは例年7月中旬から下旬にかけて見

ごろとなります。

深谷グリーンパーク


